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［本研究の目的］本校の高等部と中学部が協力して行う「学び合いの場」が生徒への指導・
援助にどの様な影響を与えるかを検討する

［研究方法］
   １．対 象 「学びあいの場」３回分の実践と記録

「学びあいの場」に参加した教員のべ16名（第１回５名、第２回６名、第３回５名）の振り返り

   ２．内 容 「学び合いの場」とその参加者との個別の振り返りを交互に実施する。
参加者からの意見を次回の「学び合いの場」に反映させ、改善することを繰り返す。

［結 果］

［考 察］
１．「学び合いの場」は学部を越えた教員の連携を促進させたと考えられる。
２．生徒への自発的な援助を促進する機能が「学び合いの場」にあると考えられる。
３．援助シートの様なツールを活用することは有効であると考えられる。
４．今回得られた「学び合いの場」の機能は校内の他の組織にも影響を与える可能性がある。

本研究は令和３年度から令和４年度に行った「特別支援学校の学年の教員による
「学び合いの場」の実践」（松本，2023（未公刊））を引き継ぐものである

「学び合いの場」生徒が苦戦している事象に関して、教員で検討する参加が自由な場

第１回 第２回 第３回

参加者 高等部５名 高等部５名、中学部１名 高等部３名、中学部２名

学び合い
の場

この様な場での意
見交換に慣れる。

石隈・田村式援助チームシート５領
域版を活用した。

苦戦していることについて参加
者で設定する時間を多くとった。

個別の振り
返りでの
意見(抜粋)

①可能であれば中
学部の教員も交え
て行いたい。
②生徒のより詳細
な実態把握はより
具体的な援助を生
み出すことができ
る。

中学部での経緯やその当時の生徒自
身の努力をより詳しく知ることで、
現在の生徒の状態を肯定的に捉えら
れる。

①生徒に関わる教員がこの決定
までのプロセスを知ることこそ
が重要である。
②生徒に関する事象の原因と考
えられる中学部での出来事や経
緯を聞くと、現況を改めて冷静
に捉え直すことができるように
なった。

翌日以降の
教員の働き

①高等部教員２名と中学部教員が担
任している高等部生徒について、現
担任と以前の担任という立場を越え
て意見を交わした。
②検討した生徒の様子を見守るため、
複数の教員が授業に顔を出した。

①生徒の心理面の支援として、
積極的にオーバーリアクション
で関わり続ける教員が高等部と
中学部に存在する様になった。
②更に、放課後にこの対応につ
いて意見交換する姿も見られた。
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